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夏季休業が始まります。酷暑極まる夏の教室から児童を解放することがその目的です。私がこの 

職に就いたころは、まるで蒸し風呂のような教室の暑さにのぼせ、鼻血を出す児童すらいました。 

しかし、エアコンが完全配備された現状では、この目的は当てはまらないかもしれません。 

では、夏休みの意義はどこにあるのでしょうか。一つは、心身の休養です。あらゆる責任を背負い、

時間に追い立てられながら生きる大人からすれば、小学生の日常なんて呑気なものに思えるかもしれ

ませんが、決してそんなことはありません。日々の学習に励んだり、友達関係に気を使ったりと小学

生にもいろいろあります。小さな１年生にとっても、新しい生活に慣れるための大変な１学期だった

ことでしょう。夏休みは、そんな子どもたちが、ほっと一息をつく大切な時間なのです。 

もう一つは、学校生活では経験できない生活や活動をすることです。学校生活では、大きな枠の中

で、自分でやることを決め、自分で計画を立て、自分でやり遂げる活動はありますが、枠が一切ない

ところから出発して、自分でやることを決め、自分で進める活動はほとんどありません。学校にカリ

キュラムがある以上、当然のことです。しかし、夏休みは、児童一人一人が、自分でやろうと思った

ことにチャレンジできる貴重なチャンスです。そんなチャンスとなりうる活動に、夏休みの自由研究

があります。第二小学校の自由研究は、文字どおり取り組むかどうかも自由に決められる研究です。

だからこそ、自分で課題を決め、自分で調べたり、実験したり、作製したりすることには、大きな 

意味があります。カリキュラムにない学習、自由研究こそが学校生活では経験できない活動です。 

私は、小学校４年生のとき、木工作で踏み台を作ったのを覚えています。手先が器用な父親に手伝っ

てもらいました。むしろ、途中からほとんど父が作りました。できないところは人の手を借りると 

いう決断も自由研究の味わい深いところです。自分は自由研究には取り組まないと決めることすら、

大切な自己決定です。その場合はぜひ、自由研究に取り組まないことで得られたよさを満喫してほし

いものです。学校のカリキュラムから離れる時間には意味があります。 

最後に、自主・自律の生活態度の形成を挙げます。夏休みに学校生活の時程は無関係です。起床や

就寝、学習、様々な場面で学校に関わる制約がない分、だらしない生活を際限なく送ることもできま

す。ここで大事なのが、「これじゃだめだ」という実感ではないでしょうか。こんな生活ではせっかく

の夏休みを楽しめないという気付きこそが、自主・自律の生活の大切さに近付く第一歩ではないかと

思います。初めから、誰かに決められたきまりの中で生活をしていては得られない気付きです。 

このように、夏休みは学校生活ではないことそのものに意味のある大事な時間です。健康と安全に

気を付けて、充実した夏休みを過ごし、２学期始業式、全ての児童が元気な笑顔で第二小学校に登校

してくるのを待っています。 
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